家庭礼拝　2011年11月9日　マルコ福音書　1章1節～13節　
　賛美歌４　世にある限りの　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌507　主に従うことは
起
いよいよマルコによる福音書を始めます。福音書の中で、マルコを最初に選んだのは、この福音書が最初に書かれた福音書であり、マタイ、ルカの福音書のベースとなっているものだからです。今までのパウロの書簡を理解するのに、最初に使徒言行録を選んだのはここを基本としてそれぞれの書簡を理解していくとわかりやすいからであり、同じように4つの福音書を理解するのに、まず、マルコをしっかり理解しておいたほうが他の福音書も理解しやすいと思うからです。
マルコによる福音書が書かれたのはおよそ西暦65年から70年と推定されています。これはネロ皇帝の迫害（西暦65年）のほとんど直後ということになります。これは、教会にとって、容易ならない状況の中にあったわけです。信仰を持ち続けるのに非常に困難で忍耐が必要とされたときでした。この危機の中にあって、悩み苦しむ信者を励ます必要があったわけです。イエスに従おうとするものに、イエスの生涯を知らせて、その殉教の姿を示し、殉教を恐れずに、己の十字架を負って、進むべきことを語ろうとしているのです。ですから、マルコによる福音書には、イエスの誕生の記事はなく、カナの婚礼の話もなく、大半はエルサレムで送ったわずか数日の出来事に集中して書かれているのです。今私たちが、何の危機感もなくこの福音書を読んでいるのとはまったく違った状況があったことを理解しながら、この福音書を読んでいく必要があります。それほど差し迫った状況だったのです。
マルコは、エルサレムに住むマリアの息子で、バルナバのいとこであって、バルナバにかわいがらていました。パウロが伝道旅行したとき、パウロとバルナバに従って伝道旅行をしましたが、途中で、無断で帰ってしまいました。それをパウロが怒って、第二回の伝道旅行に、もう一度バルナバが連れて行こうとしたときに、パウロはそんな男は連れて行けないといって、それぞれ別の道を行くことになりました。ですが、このままパウロとマルコは仲違いしたわけではなく、パウロがローマで囚われの身となっているときにマルコはパウロに仕えていたのです。

このマルコによる福音書は、使徒ペトロの語ったところをその弟子マルコが記録したものであるといわれています。一説にはペトロの通訳者という話も伝わっています。パウロの手紙がたくさんあるのに、ペトロはペトロの手紙1と2だけです。いったいペトロは何をしていたのだろうという思いもありましたが、このマルコによる福音書は、ペトロの説教そのものだという人さえいるのです。そのような意味で、ペトロが私たちに直接イエス様のことを語ってくれた話として、この福音書を読んで行きたいと思います。

承
この福音書の出だしは、マコ 1:1　神の子イエス・キリストの福音の初め。という言葉から始まっています。これは、いきなりイエスはキリストであり、神の子であるという信仰告白から始まっているといっても良い訳です。まずそれが大前提であることを宣言しているわけです。マタイは系図から始まり、ルカはテオフィロ閣下に対する挨拶で始まり、ヨハネは崇高な哲学的表現から入りました。それに比べると、マルコはなんと率直に信仰から入っているのだろうと思わされます。そしてすぐに預言者イザヤの書を引用して、神の子の到来を告げ知らせる準備をしています。2節と3節にはこう書いてあります。
マコ 1:2　預言者イザヤの書にこう書いてある。「見よ、わたしはあなたより先に使者を遣わし、／あなたの道を準備させよう。

マコ 1:3　荒れ野で叫ぶ者の声がする。『主の道を整え、／その道筋をまっすぐにせよ。』」
　ここに言われている、預言者イザヤの書の言葉というのはイザヤ書40章3節の言葉です。そこでは、「呼びかける声がある、主のために、荒れ野に道を備え、私たちの神のために、荒地に広い道を通せ」という言葉です。これは、2節の言葉と言うよりも3節の言葉です。では2節の言葉は誰の言葉かというと、旧約聖書最後のマラキ書の言葉です。マラキ書3章１節に「見よ、私は使者を送る。彼はわが前に道を備える。」という言葉です。このマルコの２節の言葉はマタイやルカでは引用されずイザヤ書の言葉は３節だけになっています。すなわち、この2節はイザヤの言葉ではないことを示しています。いずれにしても、なぜ、このイザヤの書の言葉が引用されたかと言うと、当時のユダヤ教にはメシアの到来の前にはエリヤが来るといわれていたのです。そして、初代教会では、このエリヤとはバプテスマのヨハネのことだと考えられていたのです。そして、イザヤ書の予言どおり、メシアの先駆者が現れたのです。それは洗礼者ヨハネであり、４節にこう記されています。
マコ 1:4　洗礼者ヨハネが荒れ野に現れて、罪の赦しを得させるために悔い改めの洗礼を宣べ伝えた。このように、ヨハネは荒れ野に現れたのでした。エルサレムに現れたのではないのです。聖書の言葉の場所を示す言葉は、しばしば私たちの魂の場所を表していることがあります。洗礼者ヨハネは私たちの荒れ果てた魂の中に現れたのかもしれません。そして、悔い改めの洗礼を述べ伝えたのです。洗礼と言うものは、ヨハネが初めてではなく、ヨハネ以前からあったものです。ですがその洗礼は、異邦人がユダヤ教徒に生まれ変わるときに与えられるものなのです。その洗礼を、ヨハネはあえてユダヤ人たちに与えたのです。それはユダヤ人たち自身が罪によって汚れているため、もう一度罪に死んで蘇るためにバプテスマを与えていたのです。その洗礼者ヨハネの下に多くの人が洗礼を受けにやってきました。５節です。
マコ 1:5　ユダヤの全地方とエルサレムの住民は皆、ヨハネのもとに来て、罪を告白し、ヨルダン川で彼から洗礼を受けた。

　この洗礼には罪の告白が伴いました。カトリックには告解という告白と許しの秘蹟があります。洗礼後に犯した罪を告白して許してもらうわけです。ユダヤ教には、はん際と言う動物の生贄によって罪を許してもらうことができました。ですがなぜ、ヨハネは水による洗礼を施したのでしょうか。動物による身代わりではなくて、罪を犯した本人の生まれ変わりを必要としたのでしょうか。いずれにしても、動物の身代わりではなく、水によって、その自分の罪を清めていただく必要があったのです。それには本人の罪の告白と悔い改めが必要だったのです。水は神の霊を表すものでもあったのです。翻ってみて、プロテスタントでは礼拝による罪の許しを語っていますが、そこでは本当に、自分の罪の悔い改めが為されているのでしょうか。非常に疑問なところです。ある牧師は、礼拝の中での罪の告白の祈りは、気持ちが暗くなるので無しにしようかと言った事さえありました。
この洗礼者ヨハネは、らくだの毛衣を着て、腰に皮の帯を締めていたそうです。この服装はエリヤの服装と同じなのです。列王記下１章７節８節に、アハズヤの話があります。、「お前たちに会いにのぼって来て、そのようなことを告げたのはどんな男か」、と彼らに尋ねた。「毛衣を着て、腰には革帯を締めていました」と彼らが答えると、アハズヤはそれはティシュベ人エリヤだ」と言った。と書かれているとおりの服装なのです。これもまた、洗礼者ヨハネがエリヤの再来と考えられていることのひとつなのです。そのヨハネは、荒野で、イナゴと野蜜を食べて生きていました。そして、１７節でこういいました。
マコ 1:7　彼はこう宣べ伝えた。「わたしよりも優れた方が、後から来られる。わたしは、かがんでその方の履物のひもを解く値打ちもない。
洗礼者ヨハネは全く謙遜な人でした。私よりも優れた方が、後から来られるといいました。自分はその方の露払いであって、かがんでその方の履物の紐を解く値打ちもないと言いました。これは、自分はその方の奴隷になることもできないほど小さな者だと言っているのです。この完全な謙遜、完全な自己放棄が聞くものにその真実を知らせ、多くの人々に、悔い改めを起こさせたのでした。人は、偉い人や知識のある人の言葉を受け入れるのではなく、本当に正直な人、謙遜な人の言葉を受け入れるのです。そして、この本等に謙遜であることは、神の前に正しい姿勢なのです。
　そしてヨハネは８節でこういいました。
マコ 1:8　わたしは水であなたたちに洗礼を授けたが、その方は聖霊で洗礼をお授けになる。」
ヨハネは、この来るべき方についてあまり多くは語っていません。二つしかないのです。その方は、自分よりもずっと優れたお方である、と言うことと、聖霊で洗礼をお授けになると言うことです。洗礼は水の場合も霊の場合も、どちらも罪の清めの業ですが、水の場合と聖霊の場合では何が違ってくるのでしょうか。使徒言行録１９章の１節から６節には興味深いことが書かれています。そこを読んでみると、
使 19:1　アポロがコリントにいたときのことである。パウロは、内陸の地方を通ってエフェソに下って来て、何人かの弟子に出会い、

使 19:2　彼らに、「信仰に入ったとき、聖霊を受けましたか」と言うと、彼らは、「いいえ、聖霊があるかどうか、聞いたこともありません」と言った。

使 19:3　パウロが、「それなら、どんな洗礼を受けたのですか」と言うと、「ヨハネの洗礼です」と言った。

使 19:4　そこで、パウロは言った。「ヨハネは、自分の後から来る方、つまりイエスを信じるようにと、民に告げて、悔い改めの洗礼を授けたのです。」

使 19:5　人々はこれを聞いて主イエスの名によって洗礼を受けた。

使 19:6　パウロが彼らの上に手を置くと、聖霊が降り、その人たちは異言を話したり、預言をしたりした。

このような記述があります。ヨハネの洗礼は、イエスキリストを信じるようにとの悔い改めの洗礼であり、イエスの名による洗礼は聖霊が下って、新しく生きる洗礼なのです。この聖霊が下ることこそが、聖霊で洗礼を受けることなのです。それをイエス様が授けてくださると言うことなのです。
転
そしていよいよ、イエス様の登場となります。マルコによる福音書ではイエス様がヨハネから洗礼を受けられるまで、たったの８節です。マタイやルカでは３章の中ごろまで進んでから、この洗礼の話が出てきます。ヨハネでは１章の中ですが３０節ほどかかっています。マルコ福音書がいかに単刀直入に表現しているかがわかります。９節から１１節では
マコ 1:9　そのころ、イエスはガリラヤのナザレから来て、ヨルダン川でヨハネから洗礼を受けられた。

マコ 1:10　水の中から上がるとすぐ、天が裂けて“霊”が鳩のように御自分に降って来るのを、御覧になった。

マコ 1:11すると、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」という声が、天から聞こえた。

マルコはこのイエス様の出現の場面を単純率直に現しています。イエスがナザレから来てヨルダン川で洗礼を受けられた。と、簡単にあらわしています。必要最小限のことしか書いていないと言ってもいいのです。イエスの出現が、イザヤの予言どおりに、主の道を整える先駆者が現れてから、現れたと言うことです。
　イエス様がヨハネから洗礼を受けられると天が裂けて霊が鳩のようにご自分に降ってくるのをご覧になりました。そして「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」と言う声を天から聞いたのです。この場面の表現はマタイにもマルコにもヨハネにも記載されている重要な場面です。ですが少しずつ、ニュアンスが違っていることに気がつきます。マルコの場合は霊が降ってくるのをご覧になったのはイエス様自身であり、天からの声は、あなたは私の愛する子、と直接イエス様にあなたはと語りかけています。マタイの場合は霊が下ってくるのをご覧になったのはイエス様ですが、天の言葉は、これは私の愛する子、となっています。イエス様に直接語りかけたと言うよりは、周りの人たちに、この人は私の愛する子である、と宣言しているような感じです。ルカの場合は、聖霊が下ってきたのを見たのは誰なのかはっきりしませんが、天の声は、マルコと同じようにあなたはと、イエス様に語りかけています。ヨハネでは、イエス様の姿はあまり出ず、ヨハネ自身が、自分は霊が下ってくるのを見た。とのヨハネの証言のみがあるのです。
　いずれにしても、この出来事はイエス様が神の愛する一人子であり、神様の御心を行う人であると言うことを証言しているのです。そしてそのことも、霊が下ると言うことで、成立しているのです。キリスト教ではこの聖霊が下るということが、信仰の決定的な役割を果たしているのです。ですから、私たちは、この信仰において、聖霊の働きについて、もっともっと真剣に求めていかなければならないものだと思うのです。ですが、この聖霊の働きに関しては人間にはよくわからないことが多すぎて、いつの間にか敬遠するようになってしまいました。聖霊の働きの強い人はいつも異端の疑いをかけられる人となってしまっているのです。最近私は、イグナチオ・デ・ヨロラの「ある巡礼者の物語」と言う自伝的なものを読みました。彼は、その霊的な働きによってイエズス会を起こし、後にザビエルとともに列聖となった人です。このような聖人でさえも、何度も異端の疑いをかけられ、異端審問を受けているのです。ましてや、普通の人が聖霊によって行っていると言うようなことを、本当に理解されるとは思えません。ですから、教会はいつの間にか教義という、誰にでも理解できるところに人々の信仰を押し込めてしまったような気がします。ですがやはり、キリスト教は聖霊の宗教です。ここを忘れてはいけないと思うのです。
霊を授かったイエス様はその後どうしたのでしょうか。１２節と１３節に記されています。
マコ 1:12　それから、“霊”はイエスを荒れ野に送り出した。

マコ 1:13　イエスは四十日間そこにとどまり、サタンから誘惑を受けられた。その間、野獣と一緒におられたが、天使たちが仕えていた。

　いろいろな宗教では、修行するために山や荒れ野に入りますが、イエス様はそうではないのです。神の霊を受けてから、その霊によって、荒れ野に送り出されたのです。イエス様の意思ではなく霊の意思なのです。それは、神の霊を授かったイエス様が、神の御心を行うために何をすべきかを聞かされるために荒れ野に下ったのです。そこで、４０日間とどまってサタンから誘惑を受けたのです。サタンは旧約聖書の時代は必ずしも神様の敵ではありません。むしろ人間を試すための神様の使いです。人間にとっては、人間を神様から引き離そうとするかのような敵なのです。サタンが神様の敵になったのは新約の後半になって迫害が強くなってからです。ですから、ここでイエス様が受けられたサタンの誘惑は、その心の中に不純なものがないかどうかを試される誘惑であって、決しておとしめるための誘惑ではないのです。そして、イエス様は、このサタンの誘惑によって、さらにその心が清められて、強められて、為すべき使命を知ったのだと思うのです。サタンと言うのは、人間を神に訴えるものです。それは人間の欠点や悪いところを拾い上げて、神様に非難中傷する者です。その姿は、悪魔に似ていると言うよりも、なんと私達の様な普通の人間に似ているのかと思います。私たちほど、人のことを非難中傷するものはいないからです。そのために、神様に祈るものさえいるからです。
その荒野では、イエス様は、サタンからの誘惑はありましたが、野獣と一緒に居られ、そして天使たちがそこに仕えていたとの言葉があります。これは恐ろしい野獣のいる荒野をあらわしているのではなく、野獣も天使もイエス様とともに平和に居られる理想の姿を現しています。何の不安も恐怖もない平和な姿です。
結
　イエス様は、現れました。イザヤ書に予言されたように、荒れ野の道を整える先駆者の後に現れました。そして、洗礼者ヨハネによって洗礼を与えられ、神の霊を宿しました。そして、自らがその神の霊による洗礼を与えるものとなったのです。わたしたちは、このイエス様の霊を与えられているでしょうか。この霊は、自分で得ることのできるものではなく、ただ心を貧しくして待ち望むものに与えられる、神様の恵みなのです。この聖霊を受け継ぐものこそ、イエスキリストを受け継ぐクリスチャンとなるわけです。わたしたちは、この聖霊の恵みをもっともっと大切にし、熱心に求めていくことが大切なのかも知れません。
（1分間黙祷）
（祈り）
天の父なる神様、あなたの恵みにより、マルコによる福音書の学びを始めることができました。この学びの中で、あなたが与えてくださいます、導きを祈り求めています。あなたはわたしたち一人ひとりに聖霊を与えてくださって、人の目には見ることのできないもの、耳では聞くことのできないものをその心のうちに見させ、聞かさせて下さいます。イエス様は、ご自分に与えられた、その聖霊を、わたしたちにも惜しみなく与えてくださいます。神様、あなたの恵みに感謝いたします。どうかいつもあなたの聖霊に満たされて歩むことができますように導いてください。
　わたしたち、主を信じるものが聖霊を与えられて、ひとつの交わり、ひとつの命のうちに招かれますように。あなたの救いのうちに喜びと賛美を表すものでありますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◇マルコによる福音書

◆洗礼者ヨハネ、教えを宣べる

マコ 1:1　神の子イエス・キリストの福音の初め。

マコ 1:2　預言者イザヤの書にこう書いてある。「見よ、わたしはあなたより先に使者を遣わし、／あなたの道を準備させよう。

マコ 1:3　荒れ野で叫ぶ者の声がする。『主の道を整え、／その道筋をまっすぐにせよ。』」そのとおり、

マコ 1:4　洗礼者ヨハネが荒れ野に現れて、罪の赦しを得させるために悔い改めの洗礼を宣べ伝えた。

マコ 1:5　ユダヤの全地方とエルサレムの住民は皆、ヨハネのもとに来て、罪を告白し、ヨルダン川で彼から洗礼を受けた。

マコ 1:6　ヨハネはらくだの毛衣を着、腰に革の帯を締め、いなごと野蜜を食べていた。

マコ 1:7　彼はこう宣べ伝えた。「わたしよりも優れた方が、後から来られる。わたしは、かがんでその方の履物のひもを解く値打ちもない。

マコ 1:8　わたしは水であなたたちに洗礼を授けたが、その方は聖霊で洗礼をお授けになる。」

◆イエス、洗礼を受ける

マコ 1:9　そのころ、イエスはガリラヤのナザレから来て、ヨルダン川でヨハネから洗礼を受けられた。

マコ 1:10　水の中から上がるとすぐ、天が裂けて“霊”が鳩のように御自分に降って来るのを、御覧になった。

マコ 1:11　すると、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」という声が、天から聞こえた。

◆誘惑を受ける

マコ 1:12　それから、“霊”はイエスを荒れ野に送り出した。

マコ 1:13　イエスは四十日間そこにとどまり、サタンから誘惑を受けられた。その間、野獣と一緒におられたが、天使たちが仕えていた。

◆ガリラヤで伝道を始める

マコ 1:14　ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えて、

マコ 1:15　「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」と言われた。

◆四人の漁師を弟子にする

マコ 1:16　イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を打っているのを御覧になった。彼らは漁師だった。

マコ 1:17　イエスは、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」と言われた。

マコ 1:18　二人はすぐに網を捨てて従った。

マコ 1:19　また、少し進んで、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、舟の中で網の手入れをしているのを御覧になると、

マコ 1:20　すぐに彼らをお呼びになった。この二人も父ゼベダイを雇い人たちと一緒に舟に残して、イエスの後について行った。

◆汚れた霊に取りつかれた男をいやす

マコ 1:21　一行はカファルナウムに着いた。イエスは、安息日に会堂に入って教え始められた。

マコ 1:22　人々はその教えに非常に驚いた。律法学者のようにではなく、権威ある者としてお教えになったからである。

マコ 1:23　そのとき、この会堂に汚れた霊に取りつかれた男がいて叫んだ。

マコ 1:24　「ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々を滅ぼしに来たのか。正体は分かっている。神の聖者だ。」

マコ 1:25　イエスが、「黙れ。この人から出て行け」とお叱りになると、

マコ 1:26　汚れた霊はその人にけいれんを起こさせ、大声をあげて出て行った。

マコ 1:27　人々は皆驚いて、論じ合った。「これはいったいどういうことなのだ。権威ある新しい教えだ。この人が汚れた霊に命じると、その言うことを聴く。」

マコ 1:28　イエスの評判は、たちまちガリラヤ地方の隅々にまで広まった。

◆多くの病人をいやす

マコ 1:29　すぐに、一行は会堂を出て、シモンとアンデレの家に行った。ヤコブとヨハネも一緒であった。

マコ 1:30　シモンのしゅうとめが熱を出して寝ていたので、人々は早速、彼女のことをイエスに話した。

マコ 1:31　イエスがそばに行き、手を取って起こされると、熱は去り、彼女は一同をもてなした。

マコ 1:32　夕方になって日が沈むと、人々は、病人や悪霊に取りつかれた者を皆、イエスのもとに連れて来た。

マコ 1:33　町中の人が、戸口に集まった。

マコ 1:34　イエスは、いろいろな病気にかかっている大勢の人たちをいやし、また、多くの悪霊を追い出して、悪霊にものを言うことをお許しにならなかった。悪霊はイエスを知っていたからである。

◆巡回して宣教する

マコ 1:35　朝早くまだ暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈っておられた。

マコ 1:36　シモンとその仲間はイエスの後を追い、

マコ 1:37　見つけると、「みんなが捜しています」と言った。

マコ 1:38　イエスは言われた。「近くのほかの町や村へ行こう。そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは出て来たのである。」

マコ 1:39　そして、ガリラヤ中の会堂に行き、宣教し、悪霊を追い出された。

◆重い皮膚病を患っている人をいやす

マコ 1:40　さて、重い皮膚病を患っている人が、イエスのところに来てひざまずいて願い、「御心ならば、わたしを清くすることがおできになります」と言った。

マコ 1:41　イエスが深く憐れんで、手を差し伸べてその人に触れ、「よろしい。清くなれ」と言われると、

マコ 1:42　たちまち重い皮膚病は去り、その人は清くなった。

マコ 1:43　イエスはすぐにその人を立ち去らせようとし、厳しく注意して、

マコ 1:44　言われた。「だれにも、何も話さないように気をつけなさい。ただ、行って祭司に体を見せ、モーセが定めたものを清めのために献げて、人々に証明しなさい。」

マコ 1:45　しかし、彼はそこを立ち去ると、大いにこの出来事を人々に告げ、言い広め始めた。それで、イエスはもはや公然と町に入ることができず、町の外の人のいない所におられた。それでも、人々は四方からイエスのところに集まって来た。
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